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適 正使用のお願い

＜効能又は効果・用法及び用量＞

　2024年10月1日より「後発医薬品がある先発医薬品（長期収載品）の選定療養1）」が開始されました。標記製品に
は、選定療養の対象となる先発医薬品が存在しますが、先発医薬品とは「効能又は効果」、「用法及び用量」が異な
っております2）。

　標記製品のご使用に際しましては、電子化された添付文書（以下「電子添文」）の「効能又は効果」、「用法及び
用量」を十分にご確認の上、適正使用をお願い申し上げます。

◇本剤の詳細については、最新の電子添文をご参照ください。
最新の電子添文は、弊社ホームページ（URL ： https://www.otsukakj.jp/med_nutrition/dikj）及び（独）医薬品医療機器
総合機構ホームページに掲載しています。また、電子添文の改訂に十分ご留意ください。

1）「選定療養」とは医療保険制度上の仕組みの一つで、「医療上の必要性がある場合」などを除いて、患者さんの希望により、
後発医薬品ではなく長期収載品の処方を受ける場合は、選定療養の対象として、「特別の料金」の負担が発生します。
2）先発医薬品と異なる「効能又は効果」は以下の通りです。

「効能又は効果」・「用法及び用量」を
十分にご確認の上ご使用ください。

――――医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。――――

V2-受容体拮抗剤
トルバプタン口腔内崩壊錠

トルバプタンOD錠
7.5mg「オーツカ」

効能又は効果 用法及び用量 GS1

○ループ利尿薬等の他の利尿薬で
効果不十分な心不全における体
液貯留
○ループ利尿薬等の他の利尿薬で
効果不十分な肝硬変における体
液貯留

〈心不全における体液貯留〉
通常、成人にはトルバプタンとして
15mgを1日1回経口投与する。
〈肝硬変における体液貯留〉
通常、成人にはトルバプタンとして
7.5mgを1日1回経口投与する。

トルバプタンOD錠
15mg「オーツカ」

○ループ利尿薬等の他の利尿薬で
効果不十分な心不全における体
液貯留

○抗利尿ホルモン不適合分泌症候群（SIADH）における低ナトリウム血症の改善
○腎容積が既に増大しており、かつ、腎容積の増大速度が速い常染色体優性多発性のう胞腎の進行抑制

※後発医薬品にはこれらの効能又は効果はありません。
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